
団体名： 一色町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 151.8 ％） （達成度 110.0 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 119.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 140.0 ％） （達成度 115.1 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 104.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 128.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
個々の事業所を巡回する
ことにより、その事業所
ごとの課題等に個別に対
応することができ、小規
模事業者の経営改善につ
ながった。

実績
数値

22

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

記帳継続指導事業

商工会の職員が個人事業主等を
対象に正しい記帳方法の指導と
決算・確定申告の指導を行うこ
とによって、適正な税務申告や
経理の自計化がなされるように
なるほか、計数管理を身に付け
ることによって経営力の向上に
も結び付ける。

記帳指導職員
記帳継続事業者数　45件
（指導延回数475回）指導日
数225日
記帳指導員
記帳継続事業者数　31件
（指導延回数371回）指導日
数228日

小規模事業
者：記帳継続

事業者

指標

記帳継続指導事業者数

指標

目標
数値

600
実績
数値

911
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者によ
り細かな巡回窓口
指導ができるよう
に指導内容の質を
高めていきたい。

○
巡回・窓口相談指
導事業

経営指導員等の商工会職員が一
般的に経営基盤の弱い小規模事
業者を中心に事業所へ訪問し、
金融相談・税務相談・労務相談
等の経営全般に係る様々な相談
への指導をすることにより、企
業の経営改善が図られ、健全な
企業が育成される。このほか、
創業も対象とした経営全般に係
る相談窓口の設置によって、経
営改善に資する指導を行う。

・巡回指導
　相談実企業数　183件
　相談延件数　477件
・窓口指導
　相談実企業数　174件
相談延件数　434件
・課題解決提案数
　22件
・経営革新承認件数　2件
・非会員事業所相談延件数　43件
・非会員事業所相談実企業数　30件

講習会等事業

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な金融・税務・
経理・労働・情報化等の知
識を習得させるほか、時事
的な問題を周知させること
により、事業者の資質の向
上と円滑な事業運営が図ら
れる。

集団講習会　6回／年　99名
個別講習会
・青色記帳指導会 7回／年
134名
・税と経理の定例相談日 5回／
年　26名
・労働保険年度更新説明会3回
／52名

小規模事業者

指標

講習会参加者数

正しい記帳、税務知識
を習得してもらうため
に今まで以上にきめ細
かな指導を実施してい
く。新たな記帳継続者
の獲得に努めるととも
に、記帳継続者の機械
化への移行を促してい
く。

○

目標
数値

76
実績
数値

76
目標
数値

実績
数値

小規模事業者に、税制面
の改正等が理解されるよ
う努めた。記帳・税務面
のサポートを商工会が行
うことによって、小規模
事業者は正しい税務知識
を習得し経営分析力の向
上がみられた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者等育成
事業

当地区では、人口減少に加え、基幹
産業である１次産業に以前のような
勢いは見られず、商工業者・小規模
事業者数とも減少傾向となってい
る。
減少傾向の歯止めには、地域の若手
経営者や経営に携わる女性の力が必
要であり、セミナーの開催により知
識を習得し個々の向上心を高め、自
らの事業の持続的発展につなげるこ
とにより、地域全体の発展へとつな
げる。

・資質向上セミナー（青年部）
　商工会青年部を中心に年2回開催
10月11日　参加人員22名
11月19日　参加人員12名
・資質向上セミナー（女性部）
　商工会女性部を中心に全4回コー
スにて開催
9月26日　参加人員15名
10月16日　参加人員14名
11月2日　参加人員9名
1月23日　参加人員12名
資質向上セミナー参加者への満足度
調査による満足度割合　92.1％

小規模事業者
青年部・女性

部

指標

資質向上セミナー受講者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

アンケート等により事
業者のニーズを的確に
把握し、経営改善に役
立つよう、より効果的
な講演講習会を実施し
ていく。また、個人青
色申告者には個別講習
会のニーズも高いため
継続的に実施してい
く。小規模事業者数が
減少しているため、若
干目標値を下げる。

○

目標
数値

260
実績
数値

311
目標
数値

指標

専門分野、業種別の問題な
どテーマを絞り開催し、そ
の事柄に問題意識のある事
業者をまとまった単位で指
導ができた。また個別講習
会では、青色記帳指導会を
開催し小規模事業者の正し
い記帳、税務申告に貢献し
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

祭典事業

商工会が主催、共催するイベン
トに地域商工業者を中心に出店
を募り、その集客力を活かして
地域の経済活動を促進し、地域
産業（地域資源、観光資源）の
ＰＲの機会とするとともに、地
域の総合的な振興を図る。

・三河一色みなとまつり（5
月26日・27日　来場者数約
30000人）出店者22件
・西尾市産業物産フェア
（11月3日・4日　来場者数
約18000人）出店者5件
・商工まつり（10月14日）
出店者23件

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

セミナーについては、
集団的な指導となるた
め、今後も多くの方が
興味をもち参加しても
らえるようなテーマや
内容を考え実施してい
く。来年度は、部員数
の減少が見込まれるた
め、受講者数の目標値
を若干下げる。

○

目標
数値

60
実績
数値

84
目標
数値

80%

指標

セミナー参加者満足度
地区内の商工業者の発展
や、地域の活性化には若
者の力と女性の力は必要
不可欠である。そこで青
年部員及び女性部員を中
心に、資質向上セミナー
を開催することにより、
意識改革や知識を習得す
ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

92.10%

○

目標
数値

48
実績
数値

50
目標
数値

祭典事業出店者数
指標

主催や共催によりイベン
トを開催、それに出店し
た各個店や業界団体、地
域資源に携わる事業者は
消費者に対して効果的な
ＰＲができ、地域商工業
の発展に寄与した。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

地域振興事業

地域の発展や課題解決のた
めの協議を行う地域懇談会
に参加して、地域の現状を
把握した上で地域活性化に
向けた各種事業に取り組
み、地域の発展に寄与す
る。また、地域振興には、
創業者の増加が不可欠なこ
とから創業者支援への取組
も積極的に行う。

・西尾市を枠組みとした地
域懇談会、西三河地域を中
心とした地域懇談会、地域
ごとの問題について協議す
る検討会等に合計32回の参
加
・西尾市、西尾信用金庫、
西尾商工会議所、西尾みな
み商工会及び当会の5者連携
による創業者支援事業 創業
セミナー2回　創業キホン塾
2回

小規模事業者

指標

地域懇談会参加回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地区内商工事業者
や地域資源に携わ
る業者が地域内外
へＰＲできる機会
として有効なため
来年度以降も効果
的に実施してい
く。

商業振興事業

消費者の生活形態の変化や地区
外への購買力流出など、地域の
商業者は様々な課題を抱えてい
る。そこで、地域商業の活性
化、集客力の向上につながるよ
うスタンプ券発行事務・街路灯
維持管理事業などの支援を行
う。

・大売出し事業の支援（12月：歳末
セール）
・いっしきスタンプ会事業の支援
（いっしきスタンプ会員数37件）
・スタンプ券発行業務支援
（いっしきスタンプ会商品券発行業
務　発行枚数664枚）
・街路灯維持管理事業（街路灯91
本）

小規模事業
者：商業者

指標
スタンプ会参加企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各会や協議会に参加す
ることが主となるた
め、目標となる出席回
数は主催者側の意向に
左右される。地域懇談
会で得た情報のなかか
ら地域に役立つ情報を
効果的に発信、活用し
ていきたい。創業支援
事業も、複数団体が協
力して実施することで
効果的に実施できてい
る。

○

目標
数値

25
実績
数値

32
目標
数値

指標

地域の課題等を協議する
地域懇談会へ参加するこ
とにより情報交換を行
い、現在の広域経済状況
や地域活性化に係る取り
組みなどを把握すること
ができた。創業支援も5
者連携により実施するこ
とで、複数回開催でき効
果的に実施できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も地区内の商
業団体となるいっ
しきスタンプ会と
協力し、地区内商
業の活性化に協力
していく。

○

目標
数値

37
実績
数値

37
目標
数値

指標

多くの課題を抱える地域
商業者を各方面から支援
することにより、地区内
商業者の団結力を高める
とともに地域商業の発展
を図った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 一色町商工会

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 120.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 113.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 101.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 108.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 97.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

地域産業活性化事
業

当地域では、地場産業としてえびせ
んべい製造業が盛んであり「三河一
色えびせんべい」の名称で地域団体
商標を取得、これらのＰＲ活動や組
合事業の活動支援を行う。また、自
治体が特に観光に力を注いでいるこ
とから、観光関連の事業や物産展出
展への支援を行い、外部へのＰＲを
推し進めることにより企業の発展及
び地域産業の活性化を図る。

・西尾市観光協会事業への協力
・観光関連会議等への参加
・えびせんべい業界の県内外イ
ベント、物産展出店支援（年12
回参加）
・えびせんべい業界のＰＲ活動
支援
・三河一色えびせんべい組合活
動支援（組合員37事業
所）

小規模事業
者：えびせん

べい業者

指標

イベント･物産展参加回数

調査・広報事業

・中小・小規模事業者へ関連施
策の制度概要を中心とした広報
誌を発行し、幅広い周知を図
る。
・地区内事業者のホームページ
へのリンクを行い、地区内事業
者の対外的なＰＲを行う。
・中小・小規模事業者関連の施
策に反映させるため、必要に応
じアンケート調査を行い、地区
内の動向を把握する。

・商工会報「おしらせ」　毎月
1回　年12回発行
・商工会ホームページでの事業
者ホームページへのリンク（48
事業所）

小規模事業者

指標

会報発行回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

当地区の地場産業
であるえびせんべ
い業界の振興のた
め、支援を継続し
ていく。イベント
等へは積極的に参
加し「三河一色え
びせんべい」の認
知度を上げてい
く。

○

目標
数値

10
実績
数値

12
目標
数値

指標

小規模事業者個人で　は対
応しきれない各事業を、組
合活動を通じて実施でき、
小規模事業者の経営改善と
地場産業振興の底上げに大
きく寄与できた。また、物
産展への参加を支援し、地
域内外へ効果的にPRでき
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用促進事業

自治体の合併により当地区は西
尾市となったが、旧郡部におけ
る企業の従業員定着率は決して
高いものではない。そこで、地
区内事業所の従業員定着率の向
上を図るための事業を実施す
る。また、地区内で地域を担う
優秀な人材を育成するための事
業にも協力し、将来的な商工業
の発展や地域の活性化に寄与す
る。

・優良従業員表彰　1回／年
・西尾市雇用推進協議会合同企
業説明会への協力
・商工会珠算検定　9月16
日、11月18日、2月17日 3回
受験者17名
・西三河商工会珠算競技大会
11月3日
・各種検定事業の紹介、斡旋随
時

小規模事業者

指標
珠算検定受験者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

当会の広報誌は、
商工会事業等の報
告が中心ではな
く、あくまでも小
規模事業者にとっ
て有益な情報の発
信をメインとして
いる。今後も、小
規模施策等を中心
とした広報作りに
努めていく。

○

目標
数値

12
実績
数値

12
目標
数値

指標

巡回や窓口指導だけでは、
地区内事業者に時節柄に
あった施策を届けることは
難しいため会報誌を毎月１
度発行し、必要とする情報
をタイムリーに提供し、商
工業者の発展に役立てるこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

青年部・女性部事
業

商工業の後継者である青年、若
手経営者及び商工業に携わる女
性に対し、必要となる知識を習
得するための事業や部員間での
交流事業・社会福祉事業を通じ
て地域との関わりを積極的に持
つことにより、地域社会の発展
に寄与する。

・愛知県商工会青年部・女性部連合
会事業への参加　5回
・西三河支部青年部・女性部事業へ
の参加　8回
・社会奉仕事業　2回
・地域活性化イベントへの参加　6
回
・部員親睦事業　6回
・青年部員50名、女性部員46名

小規模事業者
青年部・女性

部

指標
青年部女性部員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者であ
る珠算教室と連携
し、皆が珠算の良
さを改めて認識し
受験者が増えるよ
う努める。地区内
でも人手不足との
声を多く、何らか
の対応を考えてい
きたい。

目標
数値

15
実績
数値

17
目標
数値

指標

永年勤続優良従業員表彰を
行うことにより、従業員の
定着率向上に寄与すること
ができた。珠算検定は地域
に優秀な人材を育て、地区
内事業所への就職が将来的
に見込まれれば地域社会の
貢献に寄与できると考え
る。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

中小企業、小規模事業者の
経営・雇用の持続的な安定
を図るため、各種共済制度
の普及や従業員の健康診断
事業を実施し、企業の健全
な育成・従業員の福利厚生
に資する。

・中小企業共済（347名）、愛
知火災共済（42名）、中小企業
ＰＬ保険（13名）の加入推進
加入者402名
・従業員定期健康診断事業
8月20日～9月5日のうち10日間
検診車を巡回させ実施（100事
業所）

小規模事業者

指標
各共済加入者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者及び商工業
に携わる女性の資質を
育てるために、必要と
なる事業を積極的に実
施していく。45歳と
なって青年部を卒部す
るものがある程度見込
まれるため若干目標を
下げる。

○

目標
数値

95
実績
数値

96
目標
数値

指標

愛知県商工会連合会や西三河支
部商工会で開催される講習会等
への参加により、若手後継者及
び商工業に携わる女性としての
資質を育て、地域商工業の発展
が図れた。また、社会奉仕事業
や地域イベントなどへの参加に
より地域社会の発展や活性化に
寄与できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、労働
保険料の申告納付その他労働保
険に関する各種の届出等の事務
手続を行うことにより、中小事
業主の事務処理の負担を軽減す
るほか、労働保険の適用促進及
び労働保険料の適正な徴収を図
る。

・労働保険事務組合加入者の労
働保険年度更新事務（事務組合
員74件）
・労働保険事務組合加入者の労
働保険料納付事務
・労働保険事務組合加入者の労
働保険各種手続き事務

小規模事業
者：労働保険
事務組合加入

事業所

指標
労働保険事務組合員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度も各共済の普及
に努めるが、廃業や従
業員の減少による共済
契約の解約が見込まれ
るが引き続き積極的に
加入促進を続けてい
く。
健康診断事業は、ニー
ズも高く今後も継続し
て実施していく。

目標
数値

370
実績
数値

402
目標
数値

指標

商工業者の経営に役立つ共
済の加入促進を行い、企業
の安定的な発展を図った。
また、健康診断事業は、従
業員の安定的な雇用と企業
の健全な育成を目指すため
に実施し、多くの事業者の
参加を得ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青色申告会・法人
会事業

青色申告会・法人会等の税務支
援団体・地域貢献団体の活動を
サポートし、事業運営に協力す
ることにより、国・地方公共団
体、地域社会への貢献や発展の
ための一助となり、ひいては、
商工業の活性化に資する。

・商工会と青色申告会の共催による
青色記帳指導会の実施（5回／年）
・一色青色申告会、西尾法人会一色
支部の事務支援、講習会、研修会事
業の支援
・西尾税務連絡協議会に係る事業
・一色青色申告会195件、西尾法人
会一色支部198件

小規模事業
者：青色申告
会・法人会加

入者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き委託事業主の
獲得に努める。事務組
合に対する需要は確実
に存在するため、継続
して事業を実施してい
く。事業者数の減少等
もあり、来年度、若干
目標数値を下げる。

目標
数値

77
実績
数値

74
目標
数値

指標

人的、時間的に制限の多い
中小企業者の労働保険事務
を受託し、代行することに
より中小企業者の事務処理
の負担を軽減するとともに
労働保険についての理解を
深めて頂き、その適正な運
用を図ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

○

目標
数値

405
実績
数値

393
目標
数値

青色申告会法人会会員数
指標

青色申告会の活動により事
業者は正しい帳簿記録に基
づいた決算及び申告を行
い、効果は大きかった。西
尾税のたよりの全戸配布に
より、税に関する理解を深
められ地域に貢献できた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青色記帳指導会は小規
模事業者にとって必要
事業である。研修会は
事業者にとって資質の
向上に必要であり来年
度も実施したい。青色
申告会は廃業による退
会者が多いため来年度
は目標を下げる。

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 一色町商工会

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

産業団体等指導事
業

各種業界団体等、産業振興
団体の活動をサポートし
て、事業運営に協力するこ
とにより、国・地方公共団
体、地域社会への貢献や発
展のための一助となり、ひ
いては商工業の活性化に資
する。

・西尾労働基準協会一色分会の事業
支援（会員数108名）
・一色鉄工会の事業支援（会員数19
名）
・一色ガス協同組合の事業支援（会
員数4名）
・一色商工旬友会(青年部OB)
の事業支援（会員数33名）
・愛知建連の事業支援（会員数95
名）

小規模事業
者：左記団体

加入者

指標
団体構成員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商工会事業を実施して
いくにあたり、各種商
工団体等との連携は重
要であることから今後
も産業団体の支援を積
極的に継続していく。
各団体に出来るだけ脱
会などないように支援
し、目標値ははぼ同数
を目指す。

○

目標
数値

258
実績
数値

259
目標
数値

指標

各種業界団体、協同組合、
地域貢献団体の事務等を支
援することにより、同業者
及び異業種間での意見交流
が活発に行われ、地域社会
の貢献や発展の一助となっ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


